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開発における政

を明確にしておく

に異なるからであ

は， 年代頃か

ソ連，ベトナム，

べて市場経済を打

府と私企業の役割を考察する

ことが重要である。なぜなら

る。市場経済という用語が広

らである。 年の中国の改

ラオス，ミャンマー，東欧諸

ち出した。社会主義がなぜ行

際，市場経済と計画経済の区

その役割は両者において本質

く使われるようになってきた

革開放政策への転換を皮切り

国などの主要な社会主義国は

き詰まったのかは，大変興味

別

的

の

に，

す

あ

るテーマである。

として国有企業の

の不振は，社会主

いては，国有企業

の役割は私企業を

画経済から市場経

もちろん，それは簡単には答

低迷をあげておこう。経済発

義経済停滞の重要な原因と考

に代わって私企業が重要な役

いかに育てていくかというこ

済への転換を図るいわゆる

えられないが，その重要な要

展の担い手となるべき国有企

えられる。他方，市場経済に

割を演じる。したがって，政

とになる。本稿においては，

移行経済（

因

業

お

府

計

）

を念頭において，市場経済における政府と私企業の役割を考察する。

（ ）



開発における政府と私企業の役割（西澤）

１ 市場経済とは何か

１）計画経済と市場経済

計画経済と市場経済の本

ある。所有しているという

るということである。すな

うことができる。生産手段

つことになる。所有形態に

質的に違うところは，所有形

ことの意味は，その所有物に

わち，所有の本質は決定ある

を国有化することによって，

よって資源配分の仕方が決ま

態と資源配分の仕方で

ついて自由に処分でき

いは支配権であるとい

国はそれの決定権をも

る。計画経済では資源

配分を計画で行うのに対し

では，中央計画局の生産指

資源配分は計画的に行われ

され，他方，消費予測に基

じないように生産計画が作

場から得られる価格情報を

市場経済における中心的な

て，市場経済ではそれを市場

令に基づいて国有企業が生産

る。理論的には利用可能な資

づいて需要計画が作られ，需

られる。他方，市場経済では

もとにして，消費と生産に関

生産主体は私企業である。

でおこなう。計画経済

にあたる。すなわち，

源から供給能力が推定

給に大きな過不足が生

，個々の経済主体は市

する諸決定をおこなう。

社会主義の基本的特徴は

を信じる論者は，資本主義

剰生産に陥り，経済はきわ

要を正確に把握して生産（

計画経済を推進するために

限された。すなわち，国有

，国家的所有と計画経済であ

の生産は無政府的生産のゆえ

めて不安定となり，他方，計

供給）を行うからそのような

生産手段は国有化され，私的

化は計画経済の基礎であると

る。計画経済の優位性

に過少生産ないしは過

画経済は国が社会の需

問題はないと主張した。

所有は禁止ないしは制

いえる。かくして，土

地は国のものとして地主か

有企業に再編された。農民

て計画的に栽培され，また

て生産を行う。このように

生産するかという経済問題

ら取り上げられ，他方，私企

は国家の管理下におかれ，農

，国有企業は国の中央計画局

，計画経済とは，何を，どれ

を国の計画で解決するシステ

業も国に接収されて国

作物は国の指導によっ

の作成する計画に従っ

だけ，どのようにして

ムである。
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市場経済で決定

てこなければ，市

（農民を含む）が主

立命館経済学（ 巻特

的に重要な役割を演じるのは

場経済は成り立たない。市

役であるの対して，政府はあ

別号６）

私企業である。私企業が群生

場経済では私企業や個人営業

くまで脇役に過ぎない。生産

し

者

に

関する諸決定はす

とよばれる所以で

足が生じないのは

の調整である。需

は減り，供給（生

その場合は，需要

ある。この簡単な

べて個々の企業の自由な判断

ある。しかしそれにもかかわ

市場の働きによる。市場の基

要が供給を上回れば価格は上

産）は増加する。逆に供給が

が増えて供給が減る。かくし

市場の機能が，資源配分にき

に任されている。無政府的生

らず，モノの需給に大きな過

本的役割は価格を通じての需

昇する。価格が上昇すると需

需要を上回れば，価格は下が

て，需給の調整が図られるの

わめて重要な役割を果たして

産

不

給

要

る。

で

い

るのである。

２）市場経済の

市場経済の基本

何を，どれだけ，

定をおこなう。そ

はない。私企業は

基本原理

原理は，自由，競争そして私

どのようにしてつくるかは，

れらを誰か（たとえば政府）

儲かるところに自由に資本を

的利潤の追求である。生産者

市場価格をもとにして自由に

が個々の企業に指令するわけ

投下し，逆に儲からないとこ

は

決

で

ろ

からは資本を引き

ところに動くので

加する。市場経済

資源の移動の自由

企業）の自由な判

な原理の一つであ

上げる。かくして，資本や労

ある。資本がより多く投下さ

のもつダイナミックな側面で

が保証されていなければな

断でなされる。自由は市場経

る。移行経済において規制緩

働などの経済資源はより儲か

れる産業は伸び，就業者数も

ある。それゆえ，市場経済で

らない。生産は生産者（たと

済を成り立たせるもっとも重

和が重要な意義をもつのはそ

る

増

は

えば

要

の

ためである。

市場経済の第二

トを削減し，品質

とに努める。そう

市場から淘汰され

の原理は，競争である。競争

を高め，販売方法を工夫し，

しなければ利益をあげられな

てしまう。厳しい競争が技術

があるから，企業は絶えずコ

労働者の勤労意欲を引き出す

い。場合によっては競争に敗

革新に駆り立てるのである。

ス

こ

れ，

生
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開発に

産者が生産性を引き上げる

っくりと時間が流れていた

ためである。そして，企業

おける政府と私企業の役割（西澤）

努力を絶えず強いられるのは

伝統社会が，急に忙しくなる

で生み出される新技術が社会

競争のためである。ゆ

のも競争が導入された

の発展の原動力となる

のである。市場経済はある

は勝ち組みと負け組みを生

であるも念頭に入れておか

市場経済のもう一つの基

の欲望を刺激することによ

済のダイナミックスの源泉

るかにかかっている。個人

意味では，優勝劣敗，弱肉強

み出す。その過程で生じる所

ねばならない。

本原理は，私的利潤の追求で

って経済活動を活発化するシ

は，いかに多くの個人に能力

のやる気を引き出す点では，

食の世界である。競争

得の不平等化は不可避

ある。市場経済は人間

ステムである。市場経

を発揮する機会を与え

おそらく，計画経済よ

りもすぐれているであろう

化の可能性を秘めていると

が合成されて社会の変化を

ながると考えたのはアダム

の追求が“神の見えざる手

をもたらすと考えた。「人々

パン屋の慈悲心ではなく利

。それゆえに，市場経済は計

いえる。私的利潤をめざした

もたらす。個人の私的利益の

・スミスの洞察である。スミ

”（ ）の導きによ

が日々安心してパンを食べ

己心のおかげである」という

画経済よりも経済活性

個々の企業の経済活動

追求が社会の発展につ

スはまさに個人の利益

って社会の発展と調和

ることができるのは，

言葉は，スミスの考え

方を比喩的に表したもので

１）「グッド・ガヴァナン

まさに市場経済の本質を突い

２ 政府の基本的機能

ス」と「開発独裁」

ている。

先に指摘したように，市

ある。しかし，そのことは

ではない。政府は私企業と

め，経済目標を設定し，そ

らである。それゆえ政府の

場経済における主役は私企業

政府の役割の重要性が劣ると

違って権力の主体であり，一

の実現に向けて経済政策を実

役割は，私企業のそれとは別

であり，政府は脇役で

いうことを意味するの

国経済の原理原則を定

施しうる立場にあるか

の意味で重要である。

（ ）



近年，開発論に

「グッド・ガヴァ

ガヴァナンス」は

立命館経済学（ 巻特

おいて，政府の統治スタイ

ナンス」（

二つの要件，すなわち，一つ

別号６）

ルとして注目されているのが

「よい統治」）である。「グッド

は政府のあり方に，もう一つ

，

・

は

実績ないし結果に

的な手続きで選ば

職はないか，公平

後者は，適切な政

政策の良し悪しで

ガヴァナンス」と

しい経済実績を残

かかわっている。前者の政府

れているか，その施政は国民

であるか，透明性は確保され

策をとって実績をあげている

国の発展パーフォーマンス

は，この二つの要件を満たす

したが，「グッド・ガヴァナ

のあり方とは，政府自体が民

に責任を負っているか，腐敗

ているかなどが問われている

かにかかわるものである。経

は大きく違ってくる。「グッド

ことが条件である。他方，目

ンス」とは異質の統治スタイ

主

汚

。

済

・

覚

ル

として注目されて

権威主義的な政治

権力を行使し政治

強圧によって政治

されるほどの経済

の結果，人々の関

民主的な政治体制

いるものに，「開発独裁」と

支配体制と開発主義の二つを

的自由を抑圧してまでも開発

的安定を創り出し，迅速かつ

実績を残してきたのである。

心は物質的な豊かさから民主

の導入を余儀なくされるよう

いうのがある。「開発独裁」と

基本的な特徴とし，強力な政

に力を入れるスタイルを指す

効率的に意思決定を下し，注

しかし，長年にわたる経済成

主義や人権に向かってきてお

になってきている。

は，

治

。

目

長

り，

２）政府の三つ

法制度の整備

政府の基本的な

えることである。

が，私企業が力強

の基本的役割

役割は私企業が生まれ，育ち

市場経済においては経済発展

く発展できるかどうかは，政

，活動しやすいような環境を

の主たる担い手は私企業であ

府が創出するソフト，ハード

整

る

の

環境に大きく依存

まず，第一の政府

ような諸原理で成

とする。政府は何

係ある民法，商法

している。政府の機能として

機能は法律の制定と諸制度の

り立っているが，それらを支

よりもまず，市場参加者のた

，会社法，税法，外国投資法

，次の３点を指摘しておこう

創出である。市場経済は上述

えるために様々なルールを必

めに法律，特に，経済行為に

などの経済法を整備しなくて

。

の

要

関

は

（ ）



開発に

ならない。また，財政制度

どの諸制度の創出も重要な

意義をもつ。政府はあとで

おける政府と私企業の役割（西澤）

，金融制度，貿易制度，社会

課題である。財政制度の中で

示すように，インフラや社会

保障制度，教育制度な

は税制の確立は格別の

サービスを提供しなく

てはならないが，税収はも

んで税務署等徴税組織の確

る。金融制度は具体的には

金融制度の中でも要の位置

多数の民間銀行や政府系金

の銀行，政府の銀行として

を担っている。通例，中央

ろもろの政府活動の基礎であ

立が必要である。金融制度も

，銀行制度，通貨制度，証券

を占める銀行制度は，中央銀

融機関などによって構成され

通貨価値の安定，通貨供給

銀行が通貨価値の安定と信用

る。税法の整備となら

経済発展に不可欠であ

制度などを意味する。

行を中核に，一般には

る。中央銀行は，銀行

（発券機能）などの役割

秩序の維持という役割

を担うためには政府からの

関としては，特定の目的を

農業振興や中小企業の育成

れる。それとならんで多数

国民から広く貯蓄を集め，

介機能にあるが，それに加

重要な役割を果たしている

独立性，中立性が保証されて

もって設立されているのが一

を目的としているのがそれで

の民間銀行が設立される必要

それを必要とする企業あるい

えて銀行組織全体として信用

。経済発展の初期の段階では

いる。政府系の金融機

般的である。たとえば，

，政策銀行などと称さ

がある。銀行の役割は

は産業に貸し付ける仲

創造というもう一つの

，一般に貯蓄が不足し

ており，全国津々浦々から

本市場とりわけ株式市場の

在である。

良好な経済環境の創出

政府の第二の機能は，良

して， 健全なマクロ経済

零細貯蓄を集める必要がある

創設が重要である。株式市場

好な経済環境の創出である。

政策， 企業間の競争を促進

。証券制度としては資

は市場経済の象徴的存

とりわけ重要なものと

する条件整備， 開放

的な対外政策の実施， 環

良好なマクロ経済政策の

を与える。とりわけ開発に

では激しいインフレに見舞

高め，投資意欲を減退させ

境保全の四つを指摘しておこ

実施は，私企業のもろもろの

とって重要なものはインフレ

われているところが多い。イ

，他方，利子率を上回る物価

う。

経済活動に重大な影響

の抑制である。途上国

ンフレは名目利子率を

の上昇は人々の貯蓄意

（ ）



欲を失わせる。経

気を刺激し，供給

トウは投資率が一

立命館経済学（ 巻特

済成長の基礎は投資である。

サイドにあっては生産能力

定の高さに達しなければ，

別号６）

投資は需要サイドにあっては

を高める（投資の二重効果）。ロ

経済はテイクオフ（離陸）しな

景

ス

い

と考えた。投資の

ように，貯蓄率が

ては貯蓄の阻害要

密接な関係がある

に陥っているとこ

われる。これが通

政金融政策がイン

源泉は貯蓄である。ハロッド

高まれば経済成長も高まる。

因となる。多く見られるケー

。一般に途上国政府は歳出に

ろが多い。そして，この赤字

貨の増加を招き，インフレを

フレの原因となっているので

＝ドーマーの基本方程式が示

実質の貯蓄率がマイナスにな

スでは，インフレは財政赤字

比して歳入が欠しく，財政赤

はしばしば紙幣の印刷でまか

引き起こすのである。放漫な

ある。

す

っ

と

字

な

財

また，価格の歪

されている。価格

係によって決まる

格，公共料金，配

非効率な資源配分

れはしばしば競争

の是正は高度の政

みをなくすこと（

の歪みとは市場において人為

であろう価格からの乖離を意

給価格，為替相場などにしば

をもたらすがゆえに是正され

力をもたない産業や社会的弱

治的判断を要するものが多い

）も，重要な政策目標

的操作を加えない自由な需給

味する。具体的には，農産物

しば見出される。価格の歪み

るべきものとされているが，

者の保護と結びついており，

。

と

関

価

は

そ

そ

については，

る。政府の役割は

政府は市場参加者

ニー・キャピタリ

をきかせたり，あ

妨げている。また

先に示したように市場経済の

各企業が公平に競争できるよ

に平等に機会を与えねばなら

ズム（ ）と言

るいは，一部の企業と政府と

，政権が自らの権力基盤安定

基本的原理の一つは，競争で

うに環境を整備することであ

ない。しかし，現実にはクロ

われるように，縁故主義がは

の癒着がみられ，公平な競争

のために支持基盤となってい

あ

る。

ー

ば

を

る

特定のグループ

ことなどがある。

の企業に特別の便

えば，その親族企

ントが発生する。

（たとえば軍人）に企業設立や

実際，権力の座にある者が地

宜をはかり，企業の育成を図

業のために他企業の市場への

これらのレントは市場への参

その他の面で優遇措置を与え

位を利用し自らのあるいは親

ったりしている例がある。た

新規参入を妨げた場合，独占

入が自由に認められたならば

る

族

と

レ

次

（ ）



開発に

第に消滅するものである。

）とよばれるもので

る行為のほかに，輸入制限

おける政府と私企業の役割（西澤）

この行為は，いわゆるレン

ある。レント・シーキングは

政策などが使われることがあ

ト・シーキング（

他企業の参入を阻止す

る。また，国有企業は

しばしば軍人や政府役人の

る。その場合，政府からさ

られているケースがある。

の対外的に開放政策を

れるようになってきている

政策をとってきた国々（社会

にいい経済実績を残してい

天下り先となり，利権の温床

まざまな特典を得て，私企業

とることは経済発展にとって

。すなわち，適切な開放政策

主義体制をとってきたところに

るのである。経済をオープン

になっていることがあ

との公正な競争が妨げ

不可欠な政策とみなさ

ととった国々は，鎖国

多い）に比べてはるか

にすることとは，関税

やその他さまざまの規制を

国貿易を奨励することおよ

していくと当然，外国企業

期段階は関税や数量規制で

も保護政策をとっていると

をかけて関税を引き下げた

放政策の第二は，外国貿易

撤廃して外国企業との自由競

び外国投資の受け入れなどを

との厳しい競争にさらされる

自国産業を保護するのが一般

競争力をもった企業が育たな

り，さまざまな規制を撤廃し

の奨励である。東アジアで急

争を促進すること，外

意味する。経済を開放

。一般に経済発展の初

的であるが，いつまで

い。したがって，時間

ていく必要がある。開

成長を遂げた国々は外

国貿易とりわけ輸出の高い

出産業を活発化させるだけ

また，需要サイドから経済

受け入れである。社会主義

浸透を防ぐというイデオロ

場経済に移行してからは，

伸びが経済発展に寄与してき

でなく，外貨を ぎ必要なも

を牽引する役割をもっている

国の多くは従来，外国企業の

ギー的な理由から事実上拒否

よりプラクティカルな観点か

た。輸出の振興は，輸

のの輸入を可能にし，

。第三は，外国投資の

進出を新植民地主義の

してきた。しかし，市

ら外国企業を自国の経

済発展に利用する方向に変

いまや成長だけを追及

野に入れていかねばならな

する役割を担うのは私企業

社会的利益と抵触すること

わってきている。

する時代は終わっている。こ

い。市場経済においては経済

であるが，私企業の目的は自

がある。社会の変化は個々の

れからは環境問題を視

をダイナミックに牽引

己の利益の追求であり，

企業の経済活動が合成

（ ）



されて生じる。経

ん，こうした行為

（外部不経済の発生

立命館経済学（ 巻特

済発展は数多くの企業の活力

が引き起こす変化は，常に望

）。個々の経済主体にとって善

別号６）

によってもたらされる。もち

ましいものばかりとは限らな

であっても社会にとれば悪で

ろ

い

あ

ることもある。経

る。いわゆる合成

先しがちであるが

上国政府もこの問

「持続可能な開発

のは非常にコスト

すことは不可能な

済成長の過程で環境が著しく

の誤謬と呼ばれる現象である

，もはやこの問題は無視でき

題に取り組まざるを得ない

」を志向せねばならない。一

がかかるということであり，

ケースもあるからである。

破壊されるケースはその例で

。途上国は経済成長をむしろ

ぬようになっている。早晩，

であろう。開発の初期からこ

たん破壊された環境を元に戻

また，破壊された環境を元に

あ

優

途

の

す

戻

市場補完的役割

政府の第三の機

経済活動を行い，

場は万能ではなく

場の失敗（

のは，インフラの

び人々の暮らしに

能は，市場補完的役割である

市場を補完する役割である。

経済のある分野はそれがうま

）といわれる現象であ

整備と社会サービスの提供で

密接なかかわりをもつ。前者

。前二者と違って，政府自ら

しばしば指摘されるように，

く機能しないところがある。

る。政府に特に求められてい

ある。インフラは経済活動お

を生産インフラ，後者を生活

が

市

市

る

よ

イ

ンフラと呼ぶこと

なケースも多い。

橋梁など）， エネ

ンフラ（電話，光

処理場，公園，街路

対価を支払わない

ができるが，もちろん両者を

具体的には， 運輸関連イ

ルギー・インフラ（電気・ガ

ファイバー，インターネット），

など）等を指す。一般に，イ

人を排除できないかあるいは

明瞭に二つに分けることが困

ンフラ（道路，鉄道，港湾，空

スなど供給施設，ダム）， 通信

生活インフラ（上下水道，

ンフラは公共財的な性格をも

そのための費用が高くかかり

難

港，

イ

ゴミ

ち，

，

ある人の消費によ

る。

社会サービスと

点からは教育およ

サービスを通じ

り他の人の消費を減少でき

は教育，保健，警察，国防な

び保健サービスの提供が重要

て人間の知的・身体的能力を

ない（非競合性）などの特性が

どを意味するが，経済発展の

な意義をもっている。これら

高めることを，人的資本形

あ

観

の

成

（ ）



開発に

（ ）と

めて重要な意義をもってい

ジアの高成長にもっとも大

おける政府と私企業の役割（西澤）

呼ぶ。とりわけ初等教育の

る。世界銀行は『東アジアの

きく貢献した要因は初等教育

普及は経済発展にきわ

奇跡』において，東ア

の普及であることを明

らかにしている。また，人

のもっとも特徴的な現象は

働生産性にも関係している

インフラを整備し，社会

る。通常，これらの資金は

歳入が欠しく，これらの資

外収入でまかなうことがで

的資本の育成には保健も重要

栄養不良であるが，それは頻

。

サービスを提供するにはそれ

税金があてられる。しかしな

金を賄えないことが多い。つ

きず，財政赤字に陥っている

な役割を演じる。貧困

繁な病気および低い労

なりの資金が必要とな

がら，途上国の政府は

まり，歳出を税収や税

ケースが多い。これら

の赤字はもっぱら国債の発

債発行は通貨の増発を招き

すると債務の累積を引き起

減および優良企業を育てそ

といえよう。

行や対外援助でファイナンス

，インフレの原因になる。ま

こす。財政赤字には，あくま

こからの税収に依存するのが

されている。大量の国

た，安易に援助に依存

で不要不急の冗費の削

オーソドックスな対応

１）私企業の意義と役割

市場経済でもっとも重要

優良な企業がどれほど輩出

ない。「会社の発展が社会の

３ 私企業の重要性

な役割を演じるのが，商工業

できるかが，社会の発展を決

発展である」というのは至

部門の私企業であろう。

めるといって過言では

言である。私企業は営

利を目的として従業員を雇

産物を販売することによっ

は厳しい競争にさらされて

コストを削減し，品質を高

すことを余儀なくされる。

い入れ，原材料を調達し，生

て利益を上げ存続しているの

おり，利益をあげ競争に打ち

め，販売方法を工夫し，労働

経営学者は比喩的に企業を生

産活動を行い，その生

である。一般に，企業

勝つためは，絶えず，

者の勤労意欲を引き出

きものにたとえ，その

（ ）



特性として， 環

自己変革する存在

え間なく変化する

立命館経済学（ 巻特

境の中における存在， 集団

と捉えている（加護野忠男，

環境に自らの組織を変化させ

別号６）

としての存在， 矛盾をテコ

伊丹敬之『経営学入門』）。企業は

，矛盾を解決しながら生きの

に

絶

び

ていくものである

部門の農業から多

を経済発展と捉え

工業部門へ労働力

ある。企業は社会

第一義的な目的は

以外にもさまざま

。アーサー・ルイスは，近代

数の労働力を吸収し，経済の

た。工業部門に近代的な企業

や資源が移動することによっ

的に極めて重要な役割を担っ

営利であるが，客観的に見れ

な重要な役割を担っているの

部門における工業の成長が伝

重心が農業から工業に移る過

が多数創出され，農業部門か

て産業構造の変化がおこるの

ている。いうまでもなく企業

ば社会に必要なものを提供す

である。以下その主なものと

統

程

ら

で

の

る

し

て，雇用，納税，

ついては，市場経

やイノーベーショ

企業が客観的に

雇用は貧困問題と

の場合失業してい

で，しかも低い賃

社会保険の負担，技術革新な

済では絶えず激しい競争にさ

ンを余儀なくされている点に

もつ重要な社会的役割の一つ

密接なかかわりをもっている

るか，あるいは，就業してい

金しか得ていないためである

どを指摘できよう。技術革新

らされており，不断の技術革

ついてはすでに言及した。

は雇用である。いうまでもな

。人々がなぜ貧しいかは，多

てもその形態はきわめて不安

。 年，デンマークのコペ

に

新

く，

く

定

ン

ハーゲンで開催さ

そが貧困のもっと

が深刻になってい

機会を提供する主

数の雇用機会を創

用機会が生み出さ

れた「社会開発のための世界

も重要な対策と主張している

るところが多い。市場経済に

たる主体は，私企業である。

出できる。すなわち，企業が

れるのである。また，企業

サミット」では，雇用の創出

。途上国では若年層の失業問

おいては，人々に安定的な雇

私企業が力強く発展してこそ

行う投資が経済成長を促し，

のもつ社会的安全網（セーフ

こ

題

用

多

雇

ティ

ーネット）の役割

は，年金，雇用，

ある。例えば，シ

もっともよく整備

比率が高いことで

も人々の安定的な生活に必須

保健などの社会保険制度の担

ンガポールの中央年金基金

された年金制度として知られ

知られているが， は安

である。フォーマル部門の企

い手であり，掛け金の負担者

（ ）

ている。シンガポールは持ち

価で良質な公共住宅を提供す

業

で

は，

家

る

（ ）



開発に

住宅政策にも一役かって

）という概念が提唱

ある。

おける政府と私企業の役割（西澤）

いるのである。近年，「人間

されているが，企業はその実

の安全保障」（

現に不可欠の存在で

企業は納税という点でも

げる利益に課税されるのが

課税されるのが，個人所得

である。一般に発展の遅れ

関税などの間接税が主たる

の取れる私企業が十分に育

ステムがまだ十分に確立し

大きな役割を果している。い

法人税であり，また，企業が

税である。また，消費税や関

た途上国では，私企業の直接

財源になっている。その理由

っておらず課税基盤が小さい

ていないことなどが原因して

うまでもなく企業の上

従業員に支払う賃金に

税などの間接税も重要

税のウェートが低く，

は移行経済ではまだ税

ことや効率的な徴税シ

いる。社会主義時代は

比較的税の取りやすい国有

が，移行経済では主たる納

で，その観点からも市場経

２）私企業の生成と成長

市場経済に移行したとこ

発展の鍵となる。多数の私

企業からの直接・間接税が主

税者が国有企業から私企業や

済では私企業の育成が決定的

ろでは，いかに有力な企業を

企業が群生してこなければ市

たる税源になっていた

個人に移っていくわけ

な重要性をもっている。

育成していくかが経済

場経済は成り立たない。

途上国ではやはり小資本で

う。一般にどの経済でも，

て労働力の大半を吸収して

業に発展を遂げていった例

社会主義時代の国有企業優

ころにある。すなわち，移

起こせる中小企業を育成して

企業数の圧倒的多数は中小企

いるのである。中小企業から

は枚挙に暇がない。移行経済

先発展方式により私企業の発

行経済は有力な私企業が育っ

いくのが現実的であろ

業であり，また，そし

スタートして後に大企

の構造的な問題点は，

達が抑制されていたと

ていないという構造的

な弱点をもっている。こう

である。企業を起こしてい

経営のノウハウ，生産技術

業活動を重視する風土の形

を組み合わせ，創業のリス

した経済において重要なこと

くには，多くの要素，たとえ

，環境の改善，有能な労働力

成も重要なことである。これ

クを冒す企業家精神をもった

は，起業ないしは創業

ば，企業家精神，資金，

などが必要である。企

らさまざまな生産要素

経営者が出現しなけれ

（ ）



ば企業は生まれな

るが，彼は，現実

法，新組織を導入

立命館経済学（ 巻特

い。企業家精神の重要性に着

の経済は企業家が絶えず新商

して創造的破壊が繰り返され

別号６）

目したのはシュンペーターで

品，新生産技術，新しい生産

る動態的不均衡の過程にある

あ

方

と

みた。政府も企業

政府の役割は企業

しかし，企業家

に調達するかとい

になっているのは

るが，しかし，銀

キーであり，担保

の生成を後押ししなければな

が生まれ，育ちやすい良好な

精神をもった事業家が現れた

うもう一つの大きな問題があ

投資資金である。通常，資金

行にとっても全くの創業時か

力がありしかも将来性が見込

らない。さきに述べたように

環境を整えるところにある。

としても，必要資金をどのよ

る。実際，起業のボトルネッ

供給の役割を担うのは銀行で

ら融資を行うのはきわめてリ

まれるところに限定される。

，

う

ク

あ

ス

銀

行が通常金を貸す

ころである。それ

資）をうけられる

ある。しかし，そ

ーとなるのである

を調達する場合で

などからの借り入

のは担保力に加えて，しかも

ゆえ，創業時の困難を乗り

だけの力を自分でつけねばな

こを乗り越えれば銀行は企業

。創業段階の資金調達の一般

ある（直接金融）。通常は企業

れなどで必要資金を集める。

ある程度の業績を上げている

越え，企業は銀行の融資（間

らないのである。ここに矛盾

発展にきわめて重要なパート

的な方法は，企業家自らが資

家本人の個人資産，親戚，友

もちろん，インフォーマルな

と

接融

が

ナ

金

人

金

融がないわけでは

から ％の高さ

不適切である。最

して資金の出し手

別個にグループ化

る動きがある。こ

ない。借り入れは比較的容

にある。特殊な場合を除き，

近，先進国のベンチャー企業

の投資家（エンジェル）と企

し，交流会を通じて双方のニ

れなども途上国の起業にも参

易であるが，一般に金利が

レギュラーな借入先とするに

の育成を促進する一つの方法

業を設立する企業家をそれぞ

ーズが合致するものを結びつ

考になろう。一般に，零細業

％

は

と

れ

け

者

はフォーマルな金

すべく一部で彼ら

例が，バングラデ

は農村の女性企業

や連帯責任制など

融の対象からはずされている

のためのマイクロ金融を実施

シュのグラミーン・バンク

家のために必要資金を貸し付

のユニークな制度を取り入れ

が，最近はそうした状況を改

する動きがある。その一つの

（ ）である。同銀

けるのであるが，グループ融

て貸付金の回収率を高め，業

善

事

行

資

績

（ ）
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を伸ばしている。しかし，

者向け融資の一つの方法と

資金不足や経営資源の不

おける政府と私企業の役割（西澤）

こうした動きはまだ一部に止

して注目される。

足を補うために，外資導入に

まっているが，零細業

踏み切るところが多い。

直接投資（

いくつかは，外資を積極的

主義国の多くは，あらたな

的な政策をとっていた。し

してむしろ積極的に受け入

する際に，考慮する要因は

信・港湾・空港・水などの

）の受け入れで

に導入してきて工業化に成功

植民地化（新植民地主義）を防

かし，市場経済に踏み切って

れる方向に変わってきている

きわめて多い。政治的な安定

インフラ，国内市場，輸出の

ある。 諸国の

してきた。他方，社会

ぐという意味で閉鎖

からは，外資法を制定

。外国企業が直接投資

性，道路・電気・通

可能性，原材料・部品

の調達，賃金水準，法制面

所有権，労使紛争の処理，

進出企業の優遇措置などが

国では，工業団地を整備し

る。

企業は一般に会社形態を

度，範囲によって，合名会

（たとえば，商法，外国投資法，

外貨送金，許認可の容易さの

総合的に判断され，進出の可

て外国企業の受け入れに力を

とる。企業形態としては社員

社，合資会社，有限会社，株

労働法など）の整備，

程度，政策の一貫性，

否が決定される。途上

いれているところもあ

（出資者）の責任の程

式会社などに分けられ

る。この中で経済発展にも

る。一般に企業規模が大き

では対応できず，株式会社

う小額の単位に分割するこ

とより容易な資金調達を特

ても対応できる。大きい場

っとも重要な意義をもつ会社

くなれば，人的会社といわれ

形態をとるのが一般的である

とによって広く一般から資金

徴とする。株式会社は事業規

合，株主の数は何千から何万

形態は，株式会社であ

る合名会社や合資会社

。株式会社は株式とい

を調達し，有限責任性

模が大きくても小さく

人に及ぶことがある。

それだけに社会的責任も重

いる。会社規模が大きくな

者が経営に直接タッチせず

になる。これは資本と経営

するには資本市場（株式市場

く，商法（会社法）でその行

り，また，経営自体が高度に

，会社の経営を専門に任せる

の分離といわれるものである

）の創設が不可欠である。資

為は厳密に規定されて

複雑になると資本所有

経営者の存在が不可欠

。株式会社制度が発達

本市場とは長期ロー

（ ）



ン市場，債券市場

のは株式市場であ

人々のポートフォ

立命館経済学（ 巻特

，株式市場などをさすが，市

る。株式市場が設置されるこ

リオの一つとなるのである。

別号６）

場経済に決定的な重要性をも

とによって株式は流通性をも

また，企業の業績がよければ

つ

ち，

，

株式市場で株式の

（あるいは店頭）市

とがあり，企業設

資をして資金を調

保有する株式を広

にも利用される。

額面価格を大きく上回る評価

場に公開，上場された場合，

立の大きな誘因となる。また

達できる。株式市場はまた移

く一般大衆に保有してもらう

を受ける。好業績の会社が株

巨額の創業者利得を生み出す

，株式市場は企業が時価発行

行経済においては，国有企業

ことによって国有企業の民営

式

こ

増

が

化

年代の終わ

済から市場経済へ

市場経済のそれは

政策目標は，いか

む す び

り頃から 年代にかけて，主

の転換を打ち出した。計画経

私企業である。それゆえ，市

に有力な私企業を育てていく

要な社会主義国は一斉に計画

済の担い手は国有企業である

場経済におけるもっとも重要

かということになる。そもそ

経

が，

な

も

私企業が群生して

いては政府の役割

演じるのは私企業

な環境づくりにお

なインフラや社会

統廃合などによっ

こなければ市場経済自体が成

はきわめて広範囲に及んでい

である。政府の施策の重点は

かれる。法制度の整備，良好

サービスの提供がそれである

て比重を減らした国有企業か

り立たない。社会主義経済に

たが，市場経済においてそれ

，私企業が生まれ発展する良

なマクロ経済政策の実施，適

。企業活動の中心は，民営化

ら私企業に移る。かくして私

お

を

好

切

や

企

業は国有企業にと

税，社会保険，技

割を果すことにな

成・成長なくして

尊重する社会風土

ってかわり，財・サービスの

術革新など経済発展にとって

るのである。いいかえれば，

経済発展はありえないのであ

の形成，企業家精神の涵養，

主たる供給者になり，雇用，

不可欠な面で決定的に重要な

市場経済においては私企業の

る。そのためには，ビジネス

事業家が必要資金を調達しや

納

役

生

を

す

（ ）



開発に

い金融の仕組み，株式会社

である。

おける政府と私企業の役割（西澤）

発達のための法制度の整備などが必要にして不可欠
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